























































































































  身長 体重 胸囲 胴囲 腰囲 
平成 22－25 年度 
平均値 156.65 48.35 79.78 63.54 88.65 
標準偏差 4.65 6.14 5.29 4.56 4.16 
昭和 58－59 年度 
平均値 157.41 51.29 82.30 62.60 89.61 
標準偏差 5.31 6.86 5.32 4.74 4.93 
表 1 基礎統 ・体重・胸囲・胴囲・腰囲） 
（㎝） 







平成 22－25 年度 
平均値 36.96 38.96 40.91 31.71 39.10 37.04 5.248 -0.14 3.87 
標準偏差 1.67 1.74 1.66 1.61 1.85 1.95 2.294 2.04 1.953
昭和 58－59 年度 
平均値 37.62 40.44 41.72 33.09 39.12 38.08 4.534 1.31 2.59 













































平成 22－25 年度 
平均値 4.20 8.24 4.09 1.28 2.81 2.83 20.00 
標準偏差 1.20 1.23 1.11 1.29 1.80 1.10 4.53 
昭和 58－59 年度 
平均値 4.69 8.30 4.47 1.00 3.68 2.05 14.72 






























































平均値 4.20  平均値 4.69 
平均値 8.30 平均値 8.24 
平均値 4.47 平均値 4.09 



















































































































































































平均値 2.39 平均値 3.87 
図４ 度数分布（後ろ丈－前丈，後ろ肩丈－前肩丈） 
図４　度数分布（後ろ丈－前丈，後ろ肩丈－前肩丈）
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しない状態ではあるが低いほうにずれており，０より小さい値，つまり前丈のほうが長い人が
30年前は20.2％であったのに対して，近年は50.0％であった．後ろ肩丈と前肩丈についても見
てみると，分布の山のピークが２つあり，30年前の平均値と同じような2.39㎝前後の人もやや
多く見られるが，それ以上に4.5㎝以上差がある人が多く見られ，近年の若い女性は肩が前に
出ており前肩になっている人が増加していると分かる．
　そこで，重心および肩のずれと首のずれについて分布状況を見ることにし，その結果を図４
に示す．外果点のずれについてみると，平均値は30年前より少なくなり後ろに重心がずれてい
るが，分布も低い方にずれ，大きなピークも見られない．肩部については，ピークは30年前も
近年も同じくらいの位置にあるが，分布は近年の方がかなり前に出ており，肩の形状あるいは
腕の付き方がかなり前になっている人が多くなっていることが確認できる．さらに，首の傾斜
角度を見ると，平均値でかなり差が見られたように，分布も角度が大きい人が多く見られる．
　若い女性が自分は猫背だと感じている人が多いことは，背中が丸くなっているよりは，首の
傾斜が前に傾き，腕の付き方が前向きになっていることからSPがかなり前にずれていること
によるものと推察できる．また，乳房は大きくなっているようで，それらのことからバランス
をとるために，重心が後ろにずれていると思われる．
要約
　我々は毎年，授業の一環として，新入生の体型写真撮影と身体計測を行ない，それらの資料
を用い体型を検討してきた．計測を始めた当初は，ちょうど日本の衣料サイズがJISによって
設定された頃であった．その後，日本人の体型が変化するとともに，JISの衣料サイズも変更
されている．また，若い女性については，自分が『猫背』と感じている人も少なくない．そこ
で本報では，『猫背』がよく分かる側面姿勢について30年前の学生と近年の学生とで何が変化
したかを検討することを目的とし，身体計測値11項目と1/10大の体型写真から計測した７項目
を用いて検討を行った．
　その結果，若い女性が自分は猫背だと感じていることは，背中が丸くなっているというより
は，首の傾斜が前に傾き，腕の付き方が前向きになりSPがかなり前にずれていることによる
ものと推察できる．また，乳房が大きくなっていることから，バランスをとるために，重心が
後ろにずれていると思われる．既製服は，JISの衣料サイズが体格の変化に合わせてサイズ設
定を変更していることに加え，首の傾斜角度や腕の付き方を考慮したパターンメーキングに
よって生産されなくてはならないと考える．
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